
 
 
 

 ワンストップ支援センター設置の目的  

   性犯罪・性暴力被害者に対して、被害直後からの総合的な支援（産婦人科医療、相談・

カウンセリング等の心理的支援、捜査関連の支援、法律的支援等）を可能な限り一か所で

提供することにより、被害者の心身の負担軽減、健康回復、警察への届出促進、被害の潜

在化防止を図る。 

  

 ワンストップ支援センターにおける主な支援対象  

   強姦・強制わいせつ（未遂・致傷を含む。）の被害に遭ってから概ね１～２週間程度の

急性期の被害者 

・ 警察への届出の有無に関わらない。 

・ 可能な限り子どもも対象とする。 

・ 上記以外の被害者から相談を受けた場合には、必要な支援を提供可能な関係機関・ 

団体等に関する情報提供などを行う。 

 

 ワンストップ支援センターの核となる機能（主な支援内容）  

  ○ 支援のコーディネート・相談 

・ 電話や来所による相談 

・ 被害者の状態・ニーズを把握する。 

・ 支援の選択肢を示す 

・ 必要な支援を行っている関係機関・団体（警察、精神科医・臨床心理士・カウンセ 

ラー、弁護士・法テラス、男女共同参画センター、婦人相談所、児童相談所、精神

保健福祉センター、検察庁等）に確実につなぐ。              

○ 産婦人科医療（救急医療・継続的な医療・証拠採取等） 

「性犯罪・性暴力被害者のためのワンストップ支援センター開設・運営の手引 

～地域における性犯罪・性暴力被害者支援の一層の充実のために～」より抜粋 
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